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須賀川市、震度6強を観測

予
期
で
き
な
い
大
地
震
の
威
力

　

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46

分
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
須
賀

川
市
は
震
度
６
強
を
観
測
し
ま
し
た
。

市
内
全
域
で
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し
、

道
路
な
ど
が
崩
落
・
陥
没
、
上
下
水
道

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
貯
水
池
が

決
壊
し
て
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

須
賀
川
市
の
主
要
な
行
政
施
設
で
あ

る
市
役
所
本
庁
舎
や
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
主
要
構
造
躯く

体た
い

（
壁
・
柱
な

ど
）
の
被
害
が
大
き
く
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

市
庁
舎
機
能
が
停
止

　

須
賀
川
市
役
所
本
庁
舎
は
築
45
年
が

た
ち
、
震
度
６
強
の
揺
れ
で
、
水
道
管

が
破
裂
し
、
階
段
に
は
水
が
滝
の
よ
う

に
流
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
階
の
防
火

「
市
庁
舎
は
重
要
な
拠
点
で
あ
り
、
市
民
の

よ
り
ど
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
」

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
中
、
災
害
時
に
皆
さ
ん
の
安
全
と
財
産
を
守
る
た
め
の
防
災
拠

点
と
な
る
の
が
市
庁
舎
な
ど
の
公
共
施
設
で
す
。

　
今
月
は
、
大
震
災
を
経
験
し
た
福
島
県
須す

賀か

川が
わ

市
と
兵
庫
県
神
戸

市
の
『
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
』
を
取
材
し
、
新
庁
舎
建
設
に
つ

い
て
特
集
し
ま
す
。

特集／新庁舎建設について
震災から学ぶこと　被災地　福島県須賀川市

　震災では消防団として救援活動や
被災の報告、地域のかたから避難所
や救援物資などの問い合わせに応じ
ていました。やはり市民のよりどこ
ろとして、市役所庁舎がしっかりと
した防災拠点として機能していなく
てはと、強く実感しました。

　震災前は子どもたちの交流施設と
して、まちなかの『総合福祉セン
ター』をよく利用していました。震
災で無くなってしまい残念です。子
どもたちが安心して遊べ、子育ての
情報などが得られる施設が早く復活
することを心待ちにしています。

黒
く ろ

田
だ

紘
こ う

市
い ち

さん
自営業・消防団員　須賀川市在住

伊
い

藤
と う

美
み

紀
き

さん
2児の母、須賀川市在住

扉
は
壊
れ
、
書
棚
が
倒
れ
、
壁
が
崩
れ

落
ち
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

職
員
は
来
庁
し
て
い
た
市
民
の
か
た
を

誘
導
し
、
奇
跡
的
に
け
が
人
が
１
人
も

な
く
、
無
事
に
庁
舎
の
外
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
後
庁
舎
倒
壊
の
危
険
性
か
ら
立
ち

入
り
禁
止
と
な
り
、
業
務
を
全
て
停
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

ま
し
た
。

災
害
対
策
本
部
を
庁
舎
に

設
置
で
き
ず

　

本
庁
舎
が
立
ち
入
り
禁
止
と
な
り
、

急
き
ょ
災
害
対
策
本
部
を
同
一
敷
地
内

の
市
体
育
館
の
廊
下
に
設
置
し
、
24
時

間
体
制
で
被
害
調
査
や
避
難
所
の
開

設
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
を
最
優
先

に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
困
難
を
極
め

ま
し
た
。

窓
口
業
務
の
移
転
と
分
散
化

　　

震
災
か
ら
土
・
日
曜
日
を
挟
ん
で
３

日
後
に
は
、
窓
口
業
務
を
少
し
離
れ
た

行
政
施
設
に
移
転
し
再
開
し
ま
し
た

が
、
こ
ち
ら
も
倒
壊
の
危
険
性
か
ら
、

再
度
別
の
建
物
へ
の
移
転
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
庁
舎
は
震
災
後
数
か
所

に
分
散
し
、
現
在
は
仮
設
や
既
存
施
設

を
利
用
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
震
度
６
強
か
ら
７
』
で

倒
壊
・
崩
壊
の
危
険
性
あ
り

　

現
在
の
深
谷
市
役
所
本
庁
舎
は
、
昭

和
41
年
に
建
設
さ
れ
、
48
年
が
た
ち
、

県
内
40
市
の
中
で
は
７
番
目
に
古
い
庁

舎
で
す
。
深
谷
市
よ
り
も
古
い
庁
舎
の

６
市
の
う
ち
、
既
に
４
市
が
建
て
替
え

を
決
定
済
み
で
す
。
ま
た
、
外
部
に
分

散
し
て
い
る
３
庁
舎
（
南
別
館
・
産
業

会
館
・
教
育
庁
舎
）
も
築
40
年
以
上
が

経
過
し
、
平
成
23
年
度
に
行
っ
た
耐
震

診
断
の
結
果
、
防
災
拠
点
に
求
め
ら
れ

る
構
造
耐
震
指
標
（
Ｉア

イ

ｓエ
ス

値ち

）
の
０
・
９
を
大

き
く
下
回
り
、『
震
度

６
強
か
ら
７
程
度
の

大
規
模
地
震
で
倒
壊

ま
た
は
崩
壊
の
危
険

「
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
て
、
子
育
て
の
情
報
交

換
が
で
き
る
施
設
が
な
く
な
り
不
便
で
す
」

庁舎名 Is値
本庁舎 0.21
産業会館 0.03
教育庁舎 0.22

性
が
高
い
』
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

市
民
会
議
の
提
言
は

『
耐
震
化
は
建
て
替
え
で
』

　

庁
舎
の
老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
費

の
増
大
や
耐
震
性
の
不
足
か
ら
、
庁
舎

の
今
後
を
決
め
る
『
深
谷
市
公
共
施
設

在あ

り
方
検
討
市
民
会
議
』
に
お
い
て
、

『
耐
震
補
強
で
は
な
く
、
新
庁
舎
を
建

設
す
る
こ
と
』
と
す
る
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

新
庁
舎
の
建
設
場
所
は

現
庁
舎
の
南
側

　　

建
設
場
所
は
現
本
庁
舎
南
側
の
市
道

や
駐
車
場
を
含
む
現
在
の
敷
地
で
、
規

模
は
延
べ
床
面
積
１
７
，
０
０
０
㎡
を

上
限
と
し
、
平
成
29
年
度
中
に
着
工
、

32
年
度
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
32
年
度
完
成
予
定

４
庁
舎
を
統
合

庁
舎
倒
壊
の
危
険
性
か
ら
立
ち
入
り
禁
止

に
（
須
賀
川
市
）

防
災
拠
点
の
新
庁
舎
を
建
設

須賀川市役所本庁舎（写真提供：須賀川市）



42014.11. 広報ふかや5 2014.11. 広報ふかや

事
を
連
絡
し
、
職
場
で
あ
る
芦
屋
市
役

所
へ
車
で
向
か
い
ま
し
た
。

道
中
は
ま
る
で
地
獄
絵

　

主
要
道
路
に
は
避
難
す
る
市
民
の
車

が
あ
ふ
れ
て
大
渋
滞
、
車
で
の
出
勤
は

諦
め
、
歩
い
て
市
役
所
へ
向
か
い
ま
し

た
。
ま
ち
な
か
は
建
物
が
倒
壊
し
、
が

れ
き
が
散
乱
、
土
ぼ
こ
り
で
覆
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ご
遺
体
が
毛
布

に
く
る
ま
れ
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。

市
役
所
が
避
難
者
で
い
っ
ぱ
い
に

　

震
災
当
時
の
芦
屋
市
の
人
口
は
約
８ 

７
，
０
０
０
人
。
そ
の
う
ち
最
大
約
２ 

０
，
０
０
０
人
が
避
難
者
と
な
り
ま
し

た
。
避
難
所
で
は
な
か
っ
た
市
役
所
に

も
『
一
番
情
報
が
集
ま
り
、
物
資
も
最

も
先
に
集
ま
る
だ
ろ
う
』
と
い
う
思
い

込
み
か
ら
か
、
約
１
，
０
０
０
人
の
市

民
が
逃
げ
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

市
役
所
は
北
・
南
館
と
分
庁
舎
が
あ

り
、
昭
和
35
年
竣
工
の
北
館
が
、
余
震

に
よ
り
躯
体
が
変
形
、
柱
や
配
水
管
が

損
傷
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
立
ち

入
り
禁
止
と
な
り
、
北
館
の
避
難
者
約

５
０
０
人
が
、
別
の
避
難
所
へ
の
移
動

を
強
い
ら
れ
、
や
っ
と
の
思
い
で
逃
げ

て
き
た
方
々
が
、
ま
た
別
の
場
所
へ
移

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
役
所
が
救
援
物
資
の
拠
点
に

　

大
き
な
屋
根
の
あ
る
建
物
が
軒
並
み

被
災
し
た
た
め
、
物
資
を
雨
や
風
か
ら

守
る
こ
と
の
で
き
る
、市
役
所
地
下
２
・

３
階
駐
車
場
が
市
内
避
難
所
へ
の
救
援

物
資
の
基
地
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
役
所
庁
舎
の
１
室
は
１
日

平
均
２
０
０
～
３
０
０
人
の
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
拠
点
と
し
て
も

役
目
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

深
谷
市
は
分
散
し
て
い
る
４
庁
舎
の
耐

震
化
対
策
に
つ
い
て
、

▪
案
１　
４
つ
の
庁
舎
を
耐
震
補
強
、
大

規
模
改
修
を
行
い
、
お
の
お
の
存
続

▪
案
２　
本
庁
舎
は
耐
震
補
強
、
大
規
模

改
修
。
３
つ
の
庁
舎
は
集
約
し
、
プ
レ
ハ

ブ
工
法
で
建
て
替
え

▪
案
３　
新
庁
舎
を
建
設
（
本
庁
舎
と
外

部
庁
舎
を
集
約
）

の
３
つ
の
案
を
設
定
し
、
60
年
間
の
長
期

的
な
視
点
で
比
較
検
討
し
た
結
果
、『
経

済
性
』『
効
率
性
』『
市
民
サ
ー
ビ
ス
』
の

全
て
の
観
点
に
お
い
て
、『
案
３
』
の
新

庁
舎
建
設
に
優
位
性
が
あ
り
、
最
も
適
当

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

❶
市
民
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な

庁
舎

▪
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
安
全
・

安
心
な
く
ら
し
を
支
え
る
拠
点
と
し
て
整

備
し
ま
す
。

▪
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
高
い
耐

震
性
を
備
え
た
庁
舎
と
し
ま
す
。

❷
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
た
庁
舎

▪
分
散
し
て
い
る
外
部
庁
舎
を
集
約
し
、

集
中
的
、
効
率
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
庁
舎
と
し
ま
す
。

▪
総
合
窓
口
機
能
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

 阪神・淡路大震災記念
  『人と防災未来センター』を取材

資料に学ぶ教訓

神戸市・芦屋市、震度7を観測

新
庁
舎
整
備
の
基
本
理
念

自
宅
で
被
災
、
す
ぐ
に
職
場
へ

　

平
成
７
年
１
月
17
日
午
前
５
時
46

分
、
私
は
神
戸
市
内
の
自
宅
で
寝
て
い

て
、
地
震
に
た
た
き
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。
揺
れ
の
間
、
近
く
の
た
ん
す
に
し

が
み
つ
い
て
い
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
実
際
に
は
12
、
13
秒
の
揺
れ
が

私
に
は
30
秒
に
も
１
分
に
も
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
家
族
の
安
否
を
確
認
、
公

衆
電
話
か
ら
県
外
の
実
家
へ
家
族
の
無

震災資料専門員に聞きました
　人と防災未来センター資料室は、6,400人を超え
る尊い命を奪った大震災を後世に伝えていくため、
被災状況を物語るもの、被災地の復旧・復興過程で
使用・作成されたものなど『生

なま

』の資料を収集し、
公開しています。写真資料は約12万枚を収蔵し、
センターには毎年国内外から約50万人が訪れてい
ます。

Ｑ1：震災では、神戸市役所の倒壊が印象に強く
残っていますが、神戸市やその周辺は災害の起こり
やすい地域なのでしょうか？
Ａ1：兵庫県では水害が多く、昭和13年7月に阪神
大水害がありました。神戸市役所に面する道は、生

い く

田
た

川
が わ

の旧流路で、この地域一帯は扇状地として形成
されてきました。しかし、昭和36年の北

きた

美
み

濃
の

地震
以来、大きな地震は起こっていなかったので、地震
への意識は震災以前は低かったと思います。

Ｑ2：震災での建物被害
に特徴がありますか？
Ａ2：神戸の中心部三

さんのみや

宮
地区では、多数の高層建
築物の中層階が崩壊しま
した。その多くは深谷市
役所と同じ昭和25年～55
年くらいの、建築基準法
の耐震基準の改正以前に
建てられたものでした。

Ｑ3：震災資料の中に市
庁舎などの公共施設に関
するものはありますか？
Ａ3：阪神・淡路大震災

人と防災未来センター（兵庫県神戸市）
　平成14年4月、国の支援を受け、兵庫県が設置。
　阪神・淡路大震災の経
験を語り継ぎ、その教訓
を未来に生かし、安全・
安心な市民協働・減災社
会の実現を目指した世界
的な防災研究拠点。災害
全般に関して有効な対策
の発信拠点。

谷
た に

川
が わ

三
さ ぶ

郎
ろ う

さん

人と防災未来センター
『語り部』
（震災当時は芦

あ し

屋
や

市で建設
部長を務める）

調査報告編集委員会から『阪神・淡路大震災調査報
告』が発行されています。その中の建築編には、公
共施設についての報告が含まれています。

Ｑ4：どのような報告ですか？
Ａ4：昭和56年の新耐震基準以降の建物では、被害
率が明らかに低く、3～10階建てでは階数の高さと
被害の大きさは比例する傾向にありました。

Ｑ5：震災の教訓から市庁舎などの公共施設に対す
る提言などの資料はありますか？
Ａ5：㈳日本建築学会『阪神・淡路大震災から得た
教訓と今後の課題‐日本建築学会最終提言に向けて
‐』で提言が発表されています。

「
役
所
が
つ
ぶ
れ
た
ら
絶
対
ダ
メ
。し
っ

か
り
し
た
も
の
を
建
て
な
け
れ
ば
」

特集／新庁舎建設について
震災から学ぶこと　被災地　兵庫県神戸市『人と防災未来センター』

り
ま
す
。

❸
人
に
や
さ
し
く
、
市
民
に
開
か

れ
た
庁
舎

▪
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を

取
り
入
れ
、
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
庁
舎
と
し
ま
す
。

▪
市
政
や
地
域
活
動
な
ど
、
各
種
情
報
を

紹
介
す
る
総
合
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を

検
討
し
ま
す
。

❹
自
然
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎

▪
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
効
率
化
を
図

り
ま
す
。

▪
将
来
に
わ
た
る
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
低

減
を
考
慮
し
た
構
造
や
設
備
の
導
入
を
検

討
し
ま
す
。

❺
シ
ン
プ
ル
で
機
能
性
と
経
済
性

に
優
れ
た
庁
舎

▪
華
美
な
要
素
や
無
駄
を
省
き
、
ス
リ
ム

化
を
図
り
ま
す
。

▪
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
な
ど
に
柔
軟
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
が

容
易
な
設
計
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
16
ペ
ー
ジ
『
考
え
よ
う
公

共
施
設
の
こ
と
�
』
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

公
共
施
設
改
革
推
進
室

（
☎
５
６
８
‐
５
０
０
９
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
語
り
継
ぐ

『
語
り
部
』
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た

村
む ら

上
か み

しほりさん

人と防災未来センター
震災資料専門員

神
戸
市
役
所
（
写
真
提
供
：
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
）

提言（抜粋）：市役所などの行政・公共施設は、災害
対応時の拠点となる『緊急対応施設』としての防災性
能と自立性能の確保が必要である。そのためには、施
設の立地に十分配慮した整備の考え方、緊急対応活動
に支障を与えない工法と補強、周辺市街地からの火災
延焼の防止装備、最低3日間以上のライフライン途絶
に対応できる備蓄、さらに脱出や避難行動を損なわな
いような耐震的工夫（避難性能）も重要である。

神戸市在住


